
○予診票が必ず必要になる場合（例） 　　○予診票が必要とならない場合（例）
　・主治医が被保険者の日頃の状況を把握することが困難な場合 　　　・被保険者の日頃の状況を十分把握している場合等で、主治医が
　・通院の間隔が長い場合 　　　　予診票は必要ないと判断した場合
　・被保険者に認知症等があり、家族等の受診介助がなく聞き取りによっても
　　状況把握が困難な場合
　・初診から間もない場合　　　　　　　　　　

※新規・更新申請ともに上記のフローとなります。

本人・家族

医療機関 医療機関

本人・家族申請 代行申請の場合

市役所 本人・家族 市役所
居宅介護支援事業所
高齢者支援センター

予　診　票　運　用　フ　ロ　ー

（受付け時）

予診票の配付・説明

認定申請

予診票の記入・持参

意見書作成・送付

意見書依頼
予診票の催促

予診票の配付・説明

予診票の記入

予診票の持参

認定申請

意見書依頼

意見書作成・送付

予診票の催促

（医療機関が担当ケアマネを

把握している場合）

予診票の持参

予診票の進捗確認


